平成２７年度第２回社会教育委員会議議事録

日時：平成27年11月18日（水）午前10時から
場所：市役所　本館６階　604会議室
出席委員（名簿順）

山中委員、新居委員、山下委員、田中委員、白木委員、北村委員、中西委員

事務局
浦上教育長、松岡生涯学習部長、南八尾図書館長、渞文化財課長、伊東青少年課長、菊池指導課長、奥保生涯学習スポーツ課長補佐
（次第）
１　議長挨拶
２　教育長挨拶　　　　
３　報告事項
（１）第６９回　大阪府総合体育大会中央大会の結果について　　　　　　　資料１
（２）第６３回　女性フェスティバル２０１５について　　　　　　　　　　資料２
（３）第６２回　八尾市文化芸術芸能祭２０１５について　　　　　　　　　資料３
（４）文化財課関連事業について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料４
４　意見交換
　八尾市第２次生涯学習・スポーツ振興計画の策定について　　　　　　　　資料５
５　その他
（１）「八尾市運動会・体育大会における組体操事故検証委員会」について（報告）

（２）「平成２７年度中河内南河内地区社会教育委員研究協議会」について（報告）
会議要旨
１　議長挨拶

(省略)

２　教育長挨拶

(省略)

３　報告事項
（１）第６９回　大阪府総合体育大会中央大会の結果について　　　　　　　資料１
（２）第６３回　女性フェスティバル２０１５について　　　　　　　　　　資料２

（３）第６２回　八尾市文化芸術芸能祭２０１５について　　　　　　　　　資料３

（４）文化財課関連事業について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料４

〇事務局

(資料１～４に基づき説明)

〇委員　
「物語 八尾の歴史は」はいくらで販売されていますか。
〇事務局

３５０円です。
〇委員

それはどこで販売されていますか。
〇事務局　
文化財課と文化財施設の４ヶ所で販売しています。しおんじやま古墳学習館、資料館、それと埋蔵文化財調査センター、安中新田会所跡旧植田家住宅の４ヶ所で販売しております。
〇委員　
１点だけ質問いたします。資料の真ん中に書いてある１１月１日～１５日は無料にされまし
たが、無料にして変わりましたか。例えば、お客さんが急に増えたとか。
〇事務局　
申し訳ありません。まだ全体的な集計をしておりませんので、よろしくお願いします。
〇委員
わかりました。将来的にはどうされるのでしょうか。
〇事務局
現時点では、当面の間は続けていきたいと考えております。２６年度の結果でございますが、２６年度におきましては、前年度に比べますと、各施設とも、大きく入館者の数は増加しております。昨年度は、さまざまなイベント等も行ったこともありますが、やはりこういう無料期間に大勢の方に来ていただいておりますので、当面の間継続していきたいと考えております。
〇委員　
シンポジウムが超満員だったということですが、参加者は市内の方と市外の方の内訳はわかりますか。
〇事務局

詳しくは把握していませんが、今回、特に高安千塚に関しましては、市外の方が多かったと
記憶しております。市史編纂事業につきましては、今回は中世ということで、これまで文化財課では、あまり扱っていないところでしたが、今回タイトルが織田信長の河内支配というような形のテーマでさせていただき、本当に満員になるような状態で、入りきれないような状態になりびっくりしましたが、非常に市内の方が多かったというふうに記録されていたかと思います。
〇委員　
なぜお聞きしたかといいますと、図書館ができたときに今東光資料館があるということで、新聞紙上に載っていましたが、駅前の観光協会に問い合わせがあって、聞くと八尾市以外の人がたくさん問い合わせをされていたということを聞きましたので。八尾市内の人ももっと参加できるように、ＰＲをこれからやっていただくようにお願いをしていきたいなと思います。
４　意見交換
八尾市第２次生涯学習・スポーツ振興計画の策定について　(資料５)
〇事務局

(資料５に基づき説明)

〇委員
読ませてもらいましたが、食育という言葉があまり入っていないように思います。教育長も知徳体ということで身体づくりをおっしゃっていましたが、この間、運動会のときに、組立体操でなぜけがをしたということですが、やはり私たちの周りでは、体力がないのかな、今の人たちは、華奢過ぎるのではないかという話をしているのですけど、次期計画の中で、食育という言葉が、少ししか出てきていないので、もっと力を入れるとか、何かしていただいたらいいと思います。これは各家庭のことなのですが、学校でもしっかり朝御飯を食べてくるようにとか、朝でもパンをちょっと食べて走るとかいうことも多いと聞きますし、そういう面をもう少し何か書いていただいたらよかったかと思います。
〇事務局

確かに、食育ということにつきましては、大変重要な課題だと捉えております。我々、生涯学習としましても、全く食育の部分に取り組みを行わないということではなくて、計画の素案を見ていただいたと思いますが、４４ページ等に、健康に関する学習機会と充実というところで、食育の部分等も書かせていただいております。それとあわせまして、市の施策を進めるに当たりましては、我々が作成する計画だけではなくて、市のほかの計画、例えば、健康日本２１という計画を、今年度保健推進課が同じように策定しております。そちらにつきましては、食育等についても、かなり重きを置いて記載がされていると思いますので、その辺の他の計画とも、関連をもたせて食育に関しましては、取り組みを進めていきたいと考えております。
書き方の部分につきましては、もう少し記載を膨らませる必要があるというご意見もいただいておりますので、改めて、言葉を足すというような部分も検討したいと思っております。
〇委員
資料６の修正の部分ですが、１ページの最初、修正なしはこれでよくわかるのですが、その次の基本方針２の修正される前が地域活動やボランティア活動、その下に修正後と書いて、過去１年間にと出てくるわけですね。この項目は、もともとの素案のどこを探したら出てくるのかと一生懸命いただいたものを見ているのですが、なかなか出にくい。逆に言うと、２ページの数値目標のところで、身につけた知識や技能経験を特に活かせていない場合、これまた、本冊というのですか、資料の５の中の４９ページに出てきます。この資料、見にくいのですが、この下にこれが来るということは、どういうまとめ方で、こうなったのかちょっと説明してくれますか。

〇事務局

資料の作り方が、わかりにくくて申し訳ございません。まず、生涯学習の基本方針２と３の項目自体を変更したという経緯につきましては、修正前の部分が、基本方針２と３で内容的には表裏の関係で、余り意味をなしていないのではないかということを我々は考えておりました。検討をかなり進める中で、基本方針２につきましては、学びを深めてというような方針が掲げておりますので、そういう意味では、現代的、社会的課題に関する学習に取り組むという人の割合を増やすという目標設定のほうがより望ましいのではないかということで考えました。
今、冊子にお示しのほうの部分には、今、修正前の部分が記載されておりますけれども、今後、冊子のほうにつきましては、修正後のほうの項目を入れさせていただきたいと思っております。そして、基本方針３につきましては、従前、基本方針２で示しておりました知識・技能を活かしている人の割合を基本方針２から基本方針３のほうの指標に移して、改めて目標設定数値を入れさせていただいたというような経緯でございます。
〇委員
説明を聞いてよくわかるのですが、少し論理の飛躍があるというのか、ずっとページを読ん

読んでいくと、これと修正の案と見たら、なかなかわかりにくいです。今度、きちんと大きく修正したものをいただくのでしたら、それはそれなりにわかりやすくなるのではないかと思っています。
〇委員
中学校で、組立体操でけががあったということを聞いて、とにかく今の子どもと言ったらしかられますけども、体力がないですよね。運動会・体育大会のときに、私、朝から参加させて頂きましたが、けがをさせないようにということで、けがをさせたら苦情が来るからということで、本当に先生方も真剣になって一人一人こけたらあかんよ、走るのは一番ビリでもいいから落ちついて走らなあかんよ、と指導されていますけども、今年の運動会でも、こける子どもがいなかったです。これだけ体力がついてきているのかと思ったり、私は小学校のほうに、たびたびお邪魔して、先生方に御苦労をかけますけども、休み時間はできるだけお天気のいい日は外に出して、走ること、それからボール投げ、色々なことをさせてくださいよと。体力づくりが大事ですよって。これから皆さん、この世の中の私たちが亡くなった後でも、ついでいっていただく大事な子どもさんですので、お願いしますよって言っていますが、とにかく今の子どもは、ちょっと言ったら、「しんどい」「何でそんなんせなあかんねん」「携帯でゲームして遊んでいるほうが、おばちゃん、楽しいで」という子どもが多いです。
親が子どもに携帯電話を持たせてゲームをしながら、よその玄関口で寝転んで５、６人が勝った、負けた、こうせなあかんとか、おまえのやり方が悪いんやとか言うて、言い合いしたりしている子がおりますので、気をつけないといけないということ。学校の先生自身も、嫌な思いをされると思いますが、指導をもうちょっとしていただきたいと思います。
高齢者が多くなって少子化が本当に問題になっています。私は他人に話をするときに、今から５，６年先になったら、どうなるんやろう、若い子は、そのお年寄りとか、大人のことを構わないで、自分のことだけで一生懸命っていう世の中になったら、本当に大変なことになってくるといつも話をしているのですが、やはり体力づくりっていうのが、一番大事だと思います。お家の中とか、学校の教室で、携帯電話をいじって遊んでいるよりも、やっぱり外で、「おい、ボール投げでもしようや」と言うぐらいの意気をもっていただくように学校の先生にも指導してほしいと思います。

それからもう一つ、よく５人、８人、１０人ぐらいグループになって、史跡めぐりをされていますが、八尾市の方がおられないのです。どこから来られたのですか、とお聞きすると、茨木から来ました。こんな立派な史跡があるのですねとか。今日はちょっと遠いけども吹田のほうからやって来ましたとか。八尾市はいいとこがたくさんありますね。空気もいいし、心ゆくまで探索させていただきました、などとおっしゃって、喜んで帰られる方がいます。それもやはり、バスを利用しないで、近鉄八尾駅から降りて、徒歩で八尾市の一番端の北のはずれまででも、皆さん頑張って歩いて、良いとこを見せてもらった、と喜んで帰っていただくことがあります。子どもにもやはり史跡めぐりということも必要ではないかと私はつくづく思っています。その点、よろしくお願いしたいと思います。
〇事務局
ただいま委員からご意見いただきました、学校教育との連携という分でございます。スポー
ツの部分で言いますと、例えば、お示している素案の５６ページのほうに、小中学校におけるスポーツの振興ということで、小中学校教育の指導事務ということで、これ担当は指導課になっていますが、こういう形で学校教育と社会教育が連携する中で、八尾市の子どもから高齢者までが皆さん健康に過ごせるために、スポーツであるとか、生涯学習に取り組んでいただけるような計画としていきたいと思っておりますし、書くだけではなくて、実際そういう取り組みが図れるように、我々、生涯学習スポーツ課が中心となって、関係課と連携を取りながら、事業を推進していきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。
〇委員
少し外れてるかもしれませんが、４、５日前に、新聞に文科省が地域を取り込んだ協働本部というのか、そういうのを各小中学校に今後、取り入れていくということが、ちょっと新聞に載っていました。八尾としては、指導課長もおられるので、そういう方針に、やはり国からの通達ということになれば、方向転換していくということになるのですか。
〇事務局

最新の情報をご提供いただきありがとうございます。我々、まだまだ少し認識不足のところもあって、まだ、お示しいただいた国の新たな方向性について、具体的な議論ができておりませんので、今後、指導課とも連携を取りながら、その辺につきましても協議はしていきたいと思います。ただ、国が示した部分をすぐに八尾市として実行できるかということにつきましては、ちょっとこの場ですぐにやらせてもらいますというようには、ご回答できませんけれども、検討はしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。
〇委員
一つお聞かせいただきたいのですが、計画策定の審議会でも、この間質問したのですが、２
０１９年にはラグビーのワールドカップが東大阪市で開催されると。２０２０年は、東京のオリンピックということでございます。そこで、見るスポーツといいますか、２０１９年のワールドカップラグビーは、世界最高の選手が来てプレーする訳でございますし、オリンピックも近づくにつれて、非常にスポーツ熱が高くなってくると違うかなと。聞くところによりますと、東大阪の花園ラグビー場は、４万から４万５，０００人の観衆が入るような施設に建て替えをしたいということらしいですけれども。隣ですので、八尾も黙って見ておくというわけにもいかないだろうと。観衆を八尾に何かの形で入って来るような方向づけをお願いします。
　また、オリンピックも始まりますし、今、テレビや新聞等で見ていますと、小学校高学年か
中学生、高校生まで、非常に世界レベルに近い各スポーツ選手が出てきているということです
ので、これからますますスポーツ熱が高まると。そこで、見るスポーツということで、つい先
日、体育館で女子のバスケットボールの選手権を見せていただきました。もう、すばらしいで
す。あのようなものがあれば、次もまた見たいという気持ちを持つ人が多いと思いますので、
そのあたりを、どのように書いていかれるのか、ちょっとその辺分りましたらお示しいただき
たいと思います。
〇事務局

確かに、見るスポーツ、一流選手のプレーや迫力ある試合を見るというのは、子どもたちだけではなくて、大人である我々も感動を覚えるというところは、強く感じております。ご意見にありましたラグビーのワールドカップのようなこういう大きい国際大会を誘致しようと思いますと、やはり施設がそれなりに整備されているということが、まず基本的な条件としてございます。ですので、現行の八尾市においては、なかなか国際大会というところまでは難しいというのが現実でございます。ただ、ご意見にありましたバスケットボールのＷリーグ、これは昔でいう日本リーグという日本の大会ですけども、昨年度になりますとハンドボールの日本リーグ等、総合体育館で実施させていただいたところでございます。これらは、指定管理者である八尾体育振興会グループの働きかけもあり実現したものでありますし、本市の施設を使ってできる大きい大会につきましては、今後も指定管理者とも連携を取りながら、できるだけ、市民の皆様に見ていただける機会提供、機会づくりに努めたいと思っております。また、なかなか本市では見ることができないプロのスポーツというのもございまして、それにつきましても、指定管理者と今年度からオリックスバファローズの球団と連携を取りまして、オリックスの試合前の選手の練習風景をグラウンドから見たり、あとは、普段入れないような来賓の部屋を見学するとか、その後に試合を観戦してというようなツアー等も、企画していただいておりまして、毎回多くの方々に御参加いただいているということもございます。今後もそういう見るスポーツという部分につきましては、さらに充実できるように努めていきたいと思っております。

それともう１点、先ほど、おっしゃっていた小学生、中学生で、世界レベルで頑張っている子どもさんもおられるというお話もあったと思います。これは、後ほど青少年課長から、ご報告がありますが、本日の追加資料でお配りしております、がんばる「八尾っ子」応援事業というのがございます。これにつきましては、大阪府の大会でありますとか、全国大会あとは、国際大会で活躍されている本市の小中高校生の、子どもさんたちを応援する事業として実施しておりますので、こういうような事業もあるということも、周知しながら、八尾市の子どもさんが、日本で、そして世界で活躍できるような環境づくりにも努めていきたいなと考えております。
５　その他
（１）「八尾市運動会・体育大会における組体操事故検証委員会」について（報告）

（２）「平成２７年度中河内南河内地区社会教育委員研究協議会」について（報告）
(３) その他
〇事務局
(口頭にて「八尾市運動会・体育大会組立体操事故検証委員会」について報告)
〇委員
この組立体操ですが、やはり１０段やったらどこの学校より上とかね、そうではなくて、やはり４段でも５段でもいいですよ。子どもは下段になった子は、こんなにしんどい目をしたんやで、上段になった子は、ちょっと足がおいつかへんかったで、とかいう話ができる感想を述べられるような組立体操をやれば私は良いと思います。やはり学校間の段数の争いで、うちは１１段組んだんやとか、うちは９段で終わったんやとか言うて、先生が言っておられる方もいます。だから、高く組んで成果が出たということはうれしいことですけど、やはり事故が起きてからでは遅いですからね。やはり、今の生徒の体力から見たら、１０段、１１段組むということは本当に大変なことだと思いますし、それにかかわる先生が本当に汗だくになって、何かあったらあかん、何かあったらもう事故があったらえらいことやっていうことで、先生方が本当に汗をかいて頑張っていらっしゃる姿を見ます。だから、学校同士で競争するのもいいですけども、やっぱりほどほどの段数というのは、考える必要があるのではないかとつくづく思っています。
桂小学校は、皆さんご存知のように児童数が少ないです。でも、少なかったら少ないで、５段組むのに、先生方が自分の足が震えるぐらい頑張って、一人一人、気いつけや、横の人にしっかりつかまっとらなあかんで、横を向いたらあかんで、と言っています。先生方のこの熱意に私はほだされて、ここまで学校の先生、頑張って生徒を指導してくれてはいるのだなと思っています。本当に感謝と喜びで、今日は立派なもの見せていただいて、と言葉にさせてもらったんですけども。やはり、他の学校との競争というのも大事ですが、けがをしてからでは何もなりませんので、その点ももう少し指導していただいたらどうかと思います。
〇事務局
検証委員会の中では、安全な運動会・体育大会のあり方、それから運動会の意義みたいなところも含めて、検証を進めてまいりたいと思っておりますので、本当にありがとうございます。

〇委員
この点、別の機会に教育長から、今回の対策というか、検証するための努力をお聞きして、よく頑張っていただいているという感想を持っておりました。確か、１０年で１３９件でしたか、事故が多いのか少ないのか、しかも１０年間で１３９件。１０で簡単に割っても１３．９件。これ１０年分固まって出てくるというのは、どうかと思いますが、取り組みというのはすばらしくきっちりと抜かりのないようにしていただいているので、これは非常にありがたいと思っております。
ただ、それと並行して、その中に出ていると思うのですが、さっき委員からも出ていましたように、体力づくり。対策ばっかりではなく、根本である体力をつくる。体力づくりなしに、あれしたらいかん、これしたらいかんとなってくると、本当の成長にはならないと思います。どうしても友達同士が遊びに行くっていうのも、集まって何をしているのか、さっきも出ていました、みんなで集まってゲームしているだけだと。だから、ゲーム、テレビ、パソコンなどのそういうものから外へ引っ張り出す、何か取り組みをぜひしてほしいという感じをもっております。どうぞよろしくお願いいたします。

〇事務局
子どもの体力づくりにつきましては、先ほどのご意見の中にもいろいろ出ておりましたよう
に、本当に知徳体のバランスのとれた子どもたちを育成していくということは、非常に大事だと思っております。体力面の向上についても各学校、今は取り組んでいただいているところでございます。休み時間のあり方等についても、特に小学校については、２０分休憩というものがございますので、そのあたりではクラス遊びであったり、みんなで遊びあったり、いろいろ工夫をする中で、取り組みも進めていただいています。また、今の期間でいうと、縄跳び週間とかマラソン週間ですかね、そのあたりを取り組んでいる学校もあり、それぞれ工夫を凝らしながら、子どもたちの体力の向上に努めているところでございますので、また、生涯学習スポーツ課とも連携を取りながら、子どもたちの体力の向上に努めてまいりたいと考えております。
〇委員
今のお話に加えて、少し学校の取り組み紹介をさせていただきます。今、言われましたよう
に、現在であると縄跳び週間、あるいはマラソン週間という設定がございます。これからずっと継続して２月ぐらいまでということですが、学校としたら、何をモットーにするかというと、やり切らす、つまり、難波から名古屋ぐらいまでの近鉄の駅を書きながら、色塗りしていきます。そして、当然個人差がございますので、早い子は、例えば１２月１日に始めると、１月ぐらいに終わってしまう。２月の暮れになってもまだ、八木ぐらいまでしか行ってない子、様々です。それを、本校では、やり切らすという目標を作って、学校として取り組んでおります。だから、得意でない子も当然おりますので、そのあたりは、担任の声かけによって、名古屋までちゃんと行くということで、そういう徹底した部分を大切にしております。
縄跳びも同じように、これは生涯学習スポーツ課との連携がございます。縄跳びカードを大阪府と連携しながら、縄跳びカードを送っていただきます。その縄跳びカードというのは、今までは、学校で独自でいろいろ作っていたのですが、確かにそれをやると学校間格差も出ますし、なかなか事務的にも大変である中で、現在、市教委のから送ってきていただいていますので、それを使うことによって、八尾市一定のレベルで、その縄跳びカードを使えるということも、今、取り組んでいるところでございます。
そういった意味では、社会教育、生涯学習との連携が充実することで、地域に対して、これだけ体力を上げてくださいということについては、なかなか難しい面があるのかと思いつつも、出前の縄跳び大会みたいなものをしていただくことによって、地域が集まるかなとは思いますけれども、学校としては、カード等をいただきながらの連携で今頑張っているところでございます。
あとは、組立体操の件ですが、これは学習指導要領でいくと何段という項目も全然ございません。やはり体育では一定の力強い動きという項目はございます。プラス、美しさ、「美」だと思います。指先まできっちりと伸ばして、美しさをということで、そのあたり校内でも再確認をしながら、安全性についても確認しているところでございます。検証委員会の答申を待って、学校でもやっていきたいと思っております。

〇委員
１点よろしいですか。体育祭の種目におきまして、学校でお決めになるときは、先生と生徒が相談してお決めになるのでしょうか。今年の体育祭は、この種目でいこうというのは。また例えば、３年生は組立体操だと。組立体操は何段にしようかということで、生徒と先生と話し合いをしながら、お決めになるのか、それとも、先生が独自で、お決めになるのか、その辺をちょっと教えてほしいです。
〇事務局
まず、一定学校の中で職員会議の中で決定されていくことであると思われます。ただ、子どもたちに種目、例えば学年の種目をどんなものをやりたいであるとか、そういったアンケートを取って一緒に考えている種目もあります。全体でいいますと、学校によって多少格差があるけれども、全然子どもの意見が反映されていないというわけではございません。例えば、その運動会・体育祭のスローガン、こんな目的を持って一緒に頑張りましょうという目的は、子どもたち、生徒会や児童会で考えて取り組んでいます。
だから、子どもたちも主体的に運動会に参加する、体育大会に参加するという意識は、高まっていると思っています。種目については、伝統的にやってきたもの、そのときの流行りといったら変ですが、体育の先生が中心となって、種目を決めていくという状況があります。そこには、発達段階に応じたものを選んでいくという状況もあると考えております。

〇委員
今の報告通りだと思います。私は小学校ですが、中学校の特に女子の表現運動、リズム体操ですけども、こちらは実行委員会制度などを作りながら教員が支援という立場、もちろん指導立場で入りながら、子どもたちと一緒に作り上げていくような中身になっています。かなり多くの学校がそうだと思います。ただ、小学校におきましては、時間的な余裕がなかなかございませんので、ほぼ内容については、教員が決めてやっています。当然、低学年についてもなかなか難しい状況がございますので、ほぼ教員が中身をつくっています。中学校は、多くの学校で子どもたちが創作して、つくり上げたものが出ています。ただ、例えば、野を越え山を越えなどをやるとか、徒競走をやるとか、それから組立体操は何年生がやるとか、そのような大枠については、当然これも職員で決めております。それが実態です。
〇事務局

(口頭にて「平成２７年度中河内南河内地区社会教育委員研究協議会」について報告)

〇事務局
(口頭にて、第２２回八尾市こども会親善つな引き大会の結果並びに２７年度のがんばる八尾っ子応援事業について紹介)
　(特に意見なし)

〇委員

要望ですが、郷土文化推進協議会のほうで、高安の千塚の史跡めぐりをしました。いつも集
合する服部川７丁目公園の中に文化財の案内の掲示板がありますが、落書きがいっぱいしてあり、見づらいです。集合した際に、参加者から声が出ました。全然見えない案内板もあるので、撤去するか、一回書きかえをするか、一度現地確認をお願い致します。
〇事務局
一度確認させていただいて、今後、検討させていただきたいと思います。
○委員

付け加えて申し上げますと、大正中学の生徒さんは、あれだけニュース等になって、気持ち的に悩むようなことを持つ子どもさんも増えるかと思いますので、その辺は十分ご配慮いただきますようにお願いしておきます。
－7－

